
前例のない防災まちづくり

公益財団法人鎮守の森のプロジェクト 教授鈴木伸一／同財団技術部会長

東日本大震災と岩沼市の被害

2011年3月11日の東日本大震災では、東北地方の宮城県岩沼市に最

大8メートルの津波が押し寄せ、約4,000世帯が被災しました。東北

地方は過去にも1605年の「慶長三陸地震」や1933年の「昭和三陸津

波」など、幾度となく津波被害を経験しています。

これらの教訓から、宮脇昭博士は被災地での植生調査を実施し、地

域の潜在自然植生に基づく「森の防潮堤」構想を提唱しました。森

を活用した自然防御システムは、津波や自然災害に対する持続可能

1
甚大な津波被害を受けた沿岸地域と森の防潮堤構想

宮脇昭博士が地域の潜在自然植生に基づき考案した「宮脇方式」の環境保全林は、15

～20年で自然の防潮堤として機能し始めることが確かめられています（写真1）

この森は津波のエネルギーを緩和し、被害を軽減します。また、この森は防災だけで

なく、環境保全にも大きな意義があります。多様な樹種が共生し、生物多様性を保ち

ながら、未来の世代へ受け継がれる自然環境を育みます。

一方、コンクリート防潮堤は建設時に最大の強度を持つものの、約50年後には劣化が

始まり補修が必要です。対照的に、生きている素材の森は成長を続け、50年後にはさ

らに強力な自然の盾となり、持続可能な防災林として地域を長期的に守り続けます。

宮脇方式を用いた防災の森2
森の防潮堤とコンクリート防潮堤の違い

このように、森の防潮堤とコンクリート防潮堤を組み合わせることにより、多重防災の

まちづくりが可能となります。それぞれの特性を活かし、コンクリートの即効性と森の

成長する防護力が相互に補完し合うことで、地域の防災力がさらに向上し、長期的に地

域住民の安心した暮らしを支えることができます。

多重防災のまち。次世代へ向けた防災対策

津波に耐え抜いた潜在自然植生に基づく森。
宮脇昭博士の被災地調査写真より。

写真４森の防潮堤・植樹から8年後

2011.3.11 東日本大震災発生
写真：第二管区海上保安本部仙台空港周辺写真

図２マウンドの設計断面図

鎮守の森のプロジェクトは、宮脇方式を活用した森づくりを通じて、津波被害をはじめとする自然災害から地域を守るとともに、

持続可能な環境保全に寄与するこの取り組みを全国、そして次世代へより良い環境を継承していくことを目指す。

写真５植樹前のマウンド

写真６市民ボランティアによる植樹の様子

地域の潜在自然植生に基づき植樹した樹種は24種類。

タブノキ・シラカシ・アカガシ・ウラジロガシ・スダジイ・アラカシ・ヤマザ
クラ・コナラ・ケヤキ・エノキ・ヤブツバキ・シロダモ・モチノキ・ヤブニッ
ケイ・ムラサキシキブ・マサキ・トベラ・マルバシャリンバイ・ヒサカキ・ネ
ズミモチ・ヤツデ・アオキ・アキグミ・オオバイボタ

当財団は、震災復興支援の一環として宮脇昭博士の呼びかけで設立され、自然災害からいのちを守る防

災の森づくりを推進しています。岩沼市での大規模プロジェクトを始め、東日本大震災の被災地である

東北地方を中心に、約60万本の苗木を６万人の市民ボランティアと共に植えてきました。

樹高最高値約5m

写真１

森が津波を防ぐ岩沼市

https://morinoproject.com

写真２植樹指導をする宮脇昭博士

写真３

図１森の防潮堤の植樹位置（岩沼市）

図３森の防潮堤の断面図

図4  宮脇方式の植樹方法

岩沼市では、地域住民や学生、企業の協力により、約35万本の苗木が植えられました。住民

が自らの手で森を育てることで、地域の防災意識が高まり、防災力の強化にもつながってい

ます。この森は、地域の防災教育の場、必要に応じて環境教育の場としても機能し、住民の

防災力向上や環境への意識向上にも大きく寄与しています。

市民との協力による森づくり
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